































宋応星 r野汲1訳注 (4) 加 計 三千代
はじめに ･注
(1)拙稿 ｢宋応星 r野譲j訳注 (1)｣r岡山大学大学院社会文化科学研究科紀要J､第30号,2010年
(2)拙稿 ｢宋応星 r野識l訳注 (2)｣r岡山大学大学院社会文化科学研究科紀要j､第31号､2011年










































































































































1573-1620 549 11.7 1602-1620 487 215 1573-1620 1021
1621-1627 195 32.5 1621-1627 337 562 1621-1627 201
1628-1644 303 19.0 1628-1644 864 54.0 1628-1644 776
? ? ? ? ?
? ?

























































宋応星 r野議｣訳注 (4) 加 計 三千代




































































宋応星 r野談j訳注 (4) 加 計 三千代



































































































































































































られるべき ｢春｣字や ｢通家｣｢年家｣などの語を付し､或いは ｢盟｣字などを用いることによって､
相手との近さを強調する傾向が明未には強まってきた｡｣(p.416-417)
(2)経歴は､官名O金代､枢密院･都元師府に皆低く｡元･明これに因るD晴代､宗入府･通政司･都築院･




























































































































































































末広星 r野汲1訳注 (4) 加 計 三千代
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